
平
成
二
十
年
六
月
九
日
提
出

質
問
第
四
九
四
号

外
務
省
が
「
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
認
識
し
て
い
る
特
定
の
国
会
議
員
と
同
省
と
の

過
去
の
関
係
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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外
務
省
が
「
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
認
識
し
て
い
る
特
定
の
国
会
議
員
と
同
省
と
の

過
去
の
関
係
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
四
四
七
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
で
、
二
〇
〇
一
年
九
月
よ
り
監
察
査
察
担
当
の
外
務
省
参
与
の
任
に
就
い
て
い
る
元
最
高
裁
判
所
判
事

の
園
部
逸
夫
氏
が
、
本
年
五
月
末
の
時
点
で
、
ま
だ
そ
の
任
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
十
九
年
度
、

二
十
年
度
に
ど
れ
だ
け
の
報
酬
が
園
部
氏
に
支
払
わ
れ
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

現
在
園
部
氏
は
外
務
省
に
お
い
て
ど
の
様
な
監
察
査
察
業
務
を
行
っ
て
い
る
の
か
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

二
〇
〇
二
年
に
園
部
氏
を
長
と
し
て
外
務
省
と
国
会
議
員
の
関
係
に
つ
い
て
調
査
（
以
下
、
「
調
査
」
と
い
う
。
）
が
行

わ
れ
、
同
年
三
月
四
日
付
で
当
時
の
川
口
順
子
外
務
大
臣
に
、
「
調
査
」
の
結
果
を
ま
と
め
た
文
書
（
以
下
、
「
園
部
レ

ポ
ー
ト
」
と
い
う
。
）
が
提
出
さ
れ
た
。
「
園
部
レ
ポ
ー
ト
」
で
は
、
「
調
査
の
結
果
、
国
会
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

『
国
後
島
緊
急
避
難
所
兼
宿
泊
施
設
建
設
工
事
』
に
加
え
、
今
回
『
国
後
島
桟
橋
改
修
工
事
』
に
つ
い
て
、
入
札
参
加
資
格

の
決
定
過
程
に
お
い
て
、
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
と
外
務
省
関
係
部
局
と
の
間
で
、
細
部
に
わ
た
る
や
り
と
り
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
異
例
の
こ
と
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

一



い
。
」
と
、
国
後
島
に
お
け
る
緊
急
避
難
所
兼
宿
泊
施
設
の
建
設
工
事
と
桟
橋
の
改
修
工
事
の
入
札
決
定
の
過
程
で
、
当
方

と
外
務
省
関
係
部
局
と
の
間
で
、
社
会
通
念
を
超
え
た
異
常
な
や
り
取
り
が
行
わ
れ
て
い
た
旨
報
告
さ
れ
て
お
り
、
「
園
部

レ
ポ
ー
ト
」
に
お
い
て
、
外
務
省
関
係
部
局
と
並
ん
で
当
方
は
ま
さ
に
当
事
者
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
「
調
査
」
の
対
象

に
当
方
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
御
指
摘
の
調
査
が
外
務
省
の
対
応
に
関
す
る

事
実
関
係
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
聞
き
取
り
調
査
の
対

象
に
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
。
」
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
右
答
弁
で
言
う
「
外
務
省
の
対
応
」
の
相
手
が
ま

さ
に
当
方
で
あ
り
、
外
務
省
に
お
い
て
ど
の
様
な
対
応
が
と
ら
れ
た
の
か
を
調
べ
る
の
な
ら
、
そ
の
対
応
の
対
象
で
あ
っ
た

当
方
に
も
話
を
聞
い
て
初
め
て
客
観
的
か
つ
公
正
、
公
平
な
調
査
結
果
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
外
務
省
が
「
調
査
」

の
対
象
か
ら
当
方
を
外
し
、
外
務
省
関
係
部
局
の
み
の
話
を
聞
い
た
だ
け
で
一
方
的
に
「
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
」
と
結
論
づ
け
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
公
正
さ
を
欠
い
た
、
偏
っ
た
や
り
方
で
は
な
い
の
か
。
外
務
省
の
見
解
如

何
。

四

前
回
質
問
主
意
書
で
、
「
調
査
」
の
文
言
に
「
あ
な
た
は
鈴
木
宗
男
さ
ん
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
べ
き
と
思
い
ま
す
か
」

「
あ
の
人
が
も
う
一
度
戻
っ
て
き
て
国
益
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
か
」
等
、
事
実
関
係
の
聴
聞
と
言
う
よ

二



り
、
踏
み
絵
と
も
言
え
る
様
な
も
の
は
含
ま
れ
て
い
た
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
御
指
摘
の
調
査
に

当
た
っ
て
は
外
務
省
の
対
応
に
関
す
る
事
実
関
係
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

右
答
弁
に
あ
る
「
外
務
省
の
対
応
に
関
す
る
事
実
関
係
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
様
な
も
の
か
、
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

五

四
の
答
弁
は
、
「
調
査
」
に
は
そ
の
様
な
文
言
は
な
い
と
い
う
意
味
か
。
確
認
を
求
め
る
。

六

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
御
指
摘
の
『
外
務
省
と
北
海
道
根
室
管
内
の
市
町
と
の
間
で
、
同
地
域
が
北
方
領
土
問
題
原

点
の
地
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
北
方
領
土
に
お
け
る
人
道
支
援
を
行
う
際
に
は
、
こ
れ
ら
根
室
管
内
市
町
に
配
慮
し
、
同
地

域
の
地
元
業
者
を
優
先
す
る
旨
の
取
り
決
め
が
な
さ
れ
た
』
こ
と
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
外
務
省
と
し
て
は
、
御
指
摘
の

調
査
は
、
外
務
省
外
か
ら
の
第
三
者
と
し
て
任
命
さ
れ
た
外
務
省
参
与
の
下
で
公
正
に
行
わ
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
国
後
島
緊
急
避
難
所
兼
宿
泊
施
設
建
設
工
事
と
国
後
島
桟
橋
改
修
工
事
に
つ

い
て
、
北
海
道
根
室
管
内
の
市
町
よ
り
外
務
省
に
対
し
て
、
同
地
域
が
北
方
領
土
問
題
原
点
の
地
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
北

方
領
土
に
お
け
る
人
道
支
援
を
行
う
際
に
は
、
こ
れ
ら
根
室
管
内
市
町
に
配
慮
し
、
同
地
域
の
地
元
業
者
を
優
先
す
る
旨
の

要
請
、
陳
情
が
過
去
に
あ
り
、
外
務
省
も
領
土
返
還
運
動
の
原
点
の
地
で
あ
る
根
室
市
及
び
根
室
管
内
各
町
を
優
先
す
る
こ

と
に
理
解
を
示
す
と
の
約
束
が
な
さ
れ
、
そ
の
証
拠
に
、
一
九
九
三
年
、
九
四
年
の
プ
レ
ハ
ブ
倉
庫
建
設
事
業
は
、
中
標
津

三



町
の
業
者
が
請
け
負
っ
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

七

国
後
島
緊
急
避
難
所
兼
宿
泊
施
設
建
設
工
事
と
国
後
島
桟
橋
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
「
園
部
レ
ポ
ー
ト
」
に
あ
る
様

に
、
当
方
が
無
理
矢
理
地
元
業
者
を
使
え
と
言
っ
た
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
一
九
九
五
年
の
プ
レ
ハ
ブ
倉
庫
建
設
事
業
は
、

大
和
ハ
ウ
ス
等
、
根
室
管
内
の
市
町
と
は
関
係
の
な
い
業
者
が
落
札
し
た
こ
と
を
受
け
、
地
元
か
ら
相
談
を
受
け
た
当
方
が

外
務
省
に
対
し
て
、
六
の
約
束
を
守
る
様
伝
え
た
と
い
う
の
が
真
実
で
あ
り
、
「
園
部
レ
ポ
ー
ト
」
に
あ
る
様
に
、
外
務
省

が
当
方
の
意
向
に
配
慮
し
す
ぎ
た
と
の
指
摘
は
当
た
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
が
、
外
務
省
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

八

園
部
氏
は
六
の
約
束
を
承
知
し
て
い
た
か
。

九

「
園
部
レ
ポ
ー
ト
」
で
、
国
後
島
緊
急
避
難
所
兼
宿
泊
施
設
建
設
工
事
と
国
後
島
桟
橋
改
修
工
事
に
関
し
、
入
札
参
加
資

格
の
決
定
過
程
で
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
と
外
務
省
関
係
部
局
と
の
間
で
社
会
通
念
を
超
え
た
細
部
に
わ
た
る
や
り
と
り
が

行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
右
の
二
つ
の
工
事
の
入
札
参
加
資
格
の
決
定
過
程
で
、
具
体
的
に
当
方
が

ど
の
様
な
形
で
法
律
に
違
反
し
、
行
政
を
ね
じ
曲
げ
た
と
外
務
省
は
認
識
し
て
い
る
の
か
と
前
回
質
問
主
意
書
で
問
う
た
と

こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
御
指
摘
の
文
書
に
あ
る
と
お
り
、
『
国
後
島
緊
急
避
難
所
兼
宿
泊
施
設
建
設
工
事
』
及
び

『
国
後
島
桟
橋
改
修
工
事
』
の
入
札
参
加
資
格
の
決
定
過
程
に
お
い
て
、
外
務
省
欧
亜
局
関
係
者
（
当
時
）
が
鈴
木
宗
男
衆

四



議
院
議
員
の
意
向
に
配
慮
し
す
ぎ
た
こ
と
は
問
題
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右
答

弁
は
、
質
問
に
対
し
て
真
正
面
か
ら
答
え
た
も
の
で
は
な
い
。
国
後
島
緊
急
避
難
所
兼
宿
泊
施
設
建
設
工
事
及
び
国
後
島
桟

橋
改
修
工
事
の
入
札
参
加
資
格
の
決
定
過
程
に
お
い
て
、
当
時
の
外
務
省
欧
亜
局
関
係
者
が
当
方
の
意
向
に
配
慮
し
す
ぎ
た

結
果
、
具
体
的
に
何
か
行
政
上
、
法
律
上
の
問
題
点
は
生
じ
た
の
か
。
当
方
が
行
政
を
ね
じ
曲
げ
、
法
律
に
違
反
す
る
様
な

こ
と
を
し
た
と
外
務
省
は
認
識
し
て
い
る
の
か
。
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

十

九
の
答
弁
に
つ
い
て
、
当
時
の
外
務
省
欧
亜
局
関
係
者
に
対
し
て
、
当
方
の
意
向
を
配
慮
し
す
ぎ
た
と
し
て
何
ら
か
の
処

分
は
下
さ
れ
て
い
る
か
。

十
一

十
で
、
何
の
処
分
も
下
さ
れ
て
い
な
い
の
な
ら
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


